



















である。さらに，「歌声づくり」は，第 1 段階の「話し声と歌声との違いの把握」，および第 2 段階
の「声域の確保」という 2 つの段階に分けることができる。
（1）話し声と歌声との違いの把握







The Position of Teaching Techniques for Singing  

















さん」（音高は A4・G4・A4）→ 1 人で「はーい」（音高は A4・G4・A4）》という流れで，全員












音高は E5 である。つまり，この歌を十分に歌いこなすためには，E5 という高音域の音高を安定
して響かせることが必要になる。その他にも，小学校で取り上げられる多くの歌に F5，G5 などの
音高が出てくる。これらの歌を歌うために「声域の確保」は重要である。
歌唱経験の豊富な子どもの声域は，G3 から A5 あたりであると思われる。しかし子どもは，こ
の範囲のすべての音高を同じ歌い方で歌っているわけではない。概ね，低音域（G3 ～ E4 あたり：
下声区と呼ばれる）は胸声という共鳴ポイントを胸のあたりに置いた歌い方で，中音域（C4 ～ A4
あたり：中声区と呼ばれる）は中声という共鳴ポイントを口のあたりに置き声帯全体を振動させる


































ここまで，第 1 段階として，子どもに話し声と歌声との 2 つの声の違いを把握させ歌唱の際には
歌声を使用する習慣を身につけさせること，第 2 段階として，子どもに声域を確保させるために頭






















































について理解させるようにしている。具体的には，子どもの 1 年時から 6 年時までの歌声の変容を
記録した「6 年間の歌声の記録」を視聴させている。
それをみれば，第 1 学年ではまだ話し声で歌う子どもが多いこと，第 2 学年では歌声を意識し始


































（3）第 5 回講義（歌唱指導編第 3 回）：歌唱指導の方法（2）
小学校現場での歌唱指導に関する実践力を高めるには，豊かな歌唱・合唱の指導法について学ば
せる必要がある。加えて，将来，小学校教師として音楽科授業を実践するために不可欠となる自ら
の歌唱力・合唱表現力も向上させる必要がある。
目標の達成にせまるためには，歌唱の際の「発音や呼吸の仕方」，および合唱の際の「各パート
のバランスや声の響かせ方」に気を付けることの重要性や意義を，具体的事例をとおして確実に理
解させることが必要である。
そのために，本講義では，広島市在住の声楽家の協力を得て独自に作成した視聴覚教材を用いる。
その視聴覚教材には，「赤いやねの家」歌唱の望ましいモデルと望ましくないモデル，および「君
をのせて」合唱の望ましいモデルと望ましくないモデルなどが収録されている。授業では，実際に
2 曲の歌唱・合唱を行わせつつ，適宜，視聴覚教材を活用しながら，歌唱指導上の「発音や呼吸の
仕方」，「各パートのバランスや声の響かせ方」の 2 点に関する重要性に気づかせ，理解させ，将来
の授業実践に役立たせることができるようにさせたい。
「赤いやねの家」（作詞：織田ゆり子　作曲：上柴はじめ）は，以前，小学校 6 年生の歌唱教材曲
として教科書に掲載されていたこともある。歌詞はこの時期の児童の心情をうまくとらえており，
メロディーも美しく平易に創られている。多くの児童にとって，親近感のもてる歌曲である。「君
をのせて」（作詞：宮崎駿　作曲：久石譲）は，多くの子どもに人気のアニメ「天空の城ラピュタ」
のテーマ曲である。多くの児童が好む魅力的な曲であり，合唱教材として非常に適している。
なお，以下の学習過程は本講義を小学校授業の指導案になぞらえて示したものである。この指導
案は学生にも配付し，音楽科学習指導案のモデル提示としても活用している。
《講義の目標（前半の 45 分）》
・「発音や呼吸の仕方」に気をつけて「赤いやねの家」の歌唱ができる。
・「発音や呼吸の仕方」に関する歌唱指導方法について理解できる。
学習過程（前半）
学　習　活　動 指導の意図と手だて 評価の観点
《導入》
「赤いやねの家」を斉唱する
・範唱を聴く ○　範唱を示すことで，歌の全体像と旋律
を把握させる。
○　範唱を真剣に聴
いて，歌を覚えよ
うとしているか。
・歌詞を読む ○　歌詞を朗読させ，歌詞の内容をより深
く理解させる。
○　全員で声をそ
ろえて読んでいる
か。
○　数人の児童に歌詞を読んだ感想を発表
させることで，歌詞に込められた心情を
クラス全員で共有できるようにする。
○　歌詞の内容につ
いて感想を発表で
きているか。
・斉唱する ○　フレーズ毎に区切って歌唱させ，その
後斉唱させることで，スムーズに旋律を
覚えさせ歌唱させる。
○　旋律を覚え，正
しく斉唱している
か。
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《展開》
「赤いやねの家」の歌唱表
現を工夫する。
・VTR によるモデル唱を
視聴する
○　優れたモデルを聴覚だけでなく視覚で
も鑑賞させることで，より優れた歌唱法
に気づかせる。
○　モデルの特徴に
気づいているか。
・朗読や演劇の発音と，歌
唱での発音の違いを理解す
る
○　歌詞を使った，モデルによるおしゃべ
り朗読，演劇風の語りを視聴させること
で，それぞれの表現における発声様式の
違いに気づかせたい。
○　歌唱に必要な発
音の様式に気づい
ているか。
・よりよい発声の仕方を理
解する
○　誤った発声のモデルを視聴させること
で，望ましい発声の仕方に気づくことが
できるようにする。
○　大きすぎず，小
さすぎず，よりよ
く響く発音や呼吸
の仕方に気づいて
いるか。
《まとめ》
本時の学習を生かして「赤
いやねの家」を斉唱する。
○　本時の学習内容を生かした歌唱を行う
よう促し，斉唱させる。
○　学習したことを
生かして歌唱しよ
うとしているか。
《講義の目標（後半の 45 分）》
・「パートのバランスや重なり合う声の響き」に気をつけて「君をのせて」の合唱ができる。
・「パートのバランスや重なり合う声の響き」に関する合唱指導方法について理解できる。
学習過程（後半）
学　習　活　動 指導の意図と手だて 評価の観点
《導入》
「君をのせて」を合唱する。
・ソプラノを歌う ○　全員がすでに知っている旋律であるの
で，初めから終わりまで，のびのびと歌唱
させる。
○　全員が参加して
歌唱しているか。
・アルトを歌う ○　最初に，どの部分から，合唱になるかを
楽譜上で確認させ，アルトパートを区切っ
て歌唱させる。
○　アルトパートの
旋律を把握し，歌
えているか。
・合唱する ○　どのような事に難しさを感じるかを，考
えさせながら，合唱させる。全員にアルト
パートを経験させるために，パートを交替
させながら 2 回合唱させる。
○　合唱できている
かあるいは，合唱
がうまくできない
部分を把握できて
いるか。
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《展開》
「君をのせて」のよりよい
合唱表現を工夫する。
・VTR によるモデル唱を視
聴する
○　モデル合唱がどのように聞こえるか，響
き合いの美しさに注目させ視聴させること
から優れた合唱の特徴に気づかせたい。
○　響き合う合唱に
気づいているか。
・各パートの声量のバラン
スの重要性を理解する
○　望ましくない合唱モデルを視聴させ，そ
のような合唱が響き合わないことに気づか
せたい。このことから，パート毎の声量を
統一することの重要性を実感させたい。
○　どういう場合に
響きが乏しくなる
かに気づいている
か。
・各パート相互で聴き合い
ながら合唱することの重
要性を理解する。
○　アイコンタクトを重視した合唱モデル視
聴させ，パートの相互に聴き合いながら合
唱することの　大切さに気づかせたい。
○　パート相互に聴
き合うことで合唱
表現がよりよくな
ることに気づいて
いるか。
《まとめ》
本時の学習を生かして「君
をのせて」を合唱する。
○　本時の学習内容を生かした合唱を行うよ
う促し，合唱させる。
○　学習したことを
生かして合唱しよ
うとしているか。
おわりに
すべての小学校教員が正しい歌唱指導を行えば，子どもたちの音楽活動は飛躍的に豊かになるに
違いないし，なにより「音高はずれ」に陥る子どもは激減するであろう。冒頭でも述べたが，教員
志望者が歌唱指導に関するどのような学びを修めるかが鍵となる。多くの教員用養成系大学で望ま
しい歌唱指導の扱いがなされるために，本稿が参考になれば幸甚である。
【主要引用・参考文献】
・梅本堯夫（1999）『シリーズ人間の発達Ⅱ　子どもと音楽』東京大学出版会
・文部科学省（2008）『小学校学習指導要領解説　音楽編』教育芸術社
・吉富功修・三村真弓編著（2010）『小学校音楽科教育法　学力の構築をめざして』ふくろう出版
